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自立活動教諭の学習や生活への関わり 

自立活動教諭 田辺 絵里 

  
猛暑から始まった２学期も半分が過ぎ、今年も残り２か月弱となりました。11 月上旬には、９月

下旬並みの暖かさの日もありましたが、少しずつ朝の寒さが厳しくなり、冬の訪れが近づいてきてい

るのを感じています。初雪の便りも届きましたね。 

 申し遅れましたが、私は自立活動教諭の田辺といいます。本校に赴任してから４年目となりまし

た。コロナ禍で様々な制限があったということもありますが、あっという間に４年が過ぎ去ったよう

に思います。 

 私は、以前は十勝で勤務していました。十勝のイメージは、“暑くて寒さが厳しい”、“食べ物がお

いしい！”でしたが、想像どおり、スイーツも、パンも、野菜も、おいしいものがたくさんありまし

た。特に、最初にとうもろこしを食べたときの感動は忘れられません。また、ほくほくして甘いゆり

根、チーズやアイスクリームもおいしいです。－20 度以上の寒さは厳しいものがありましたが、雪

が少なく、カラっと晴れて、1 年を通して気持ちの良い日が多いです。久しぶりの札幌の冬は、雪が

多く、驚きました。 

さて、コロナウイルスが 5 類に移行したことにより、今年度からはコロナ禍前に近い形で学習活

動や行事が行われています。体育的行事や文化的行事では、多くの観客の皆様の前で、日々の学習や

練習の成果を発揮している子供たちの姿に感銘を受けました。 

日々の授業では、一人一人に合わせて、教材や提示の方法等、様々な工夫がされています。自立活

動教諭の関わりとしましては、学習に取り組みやすい姿勢作りのための椅子や机等の調整を行って

います。また、手を使う学習場面では内容や目的に合わせて、触りやすいように、持ちやすいように、

見やすいようになど、鉛筆やスプーン等の持ち手の太さや素材の工夫や机や対象物の高さや角度な

どについて担任の先生方と相談しながら関わらせていただいています。少しの工夫で持ちやすく、見

やすくなること、手が動かしやすく活動がしやすくなることがあります。児童生徒の皆さんの持って

いる力を引き出していけるよう、今後も担任の先生方と協力しながら取り組んでいきたいと考えて

おります。 

補装具に関すること、日常生活の中で気になることなどがありましたら、一緒に考えていきたいと

思っておりますので、自立活動室までお声がけください。 

今後ともご協力のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 
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10 月 28 日（土）、久しぶりに中学部全員が体育館に集まりオープニングがスタートしました。 

生徒会役員が考えたテーマ 「Next stage～別次元の文化祭～」を紹介し、音楽で学習している曲

「遠い日の歌」を歌、器楽、身体表現など自分の得意な方法で発表しました。中学部全員での合奏は圧

巻で、その場が暖かな気持ちに包まれました。 

中 1 は「踊る！まこよう大捜査線！」衣装を身につけ警察官になり安心・安全に過ごすためにどう

したらいいか、４つの部署に分かれて皆さんにわかりやすく説明しました。 

中 2 は「VIVA！モンゴル」として宿泊研修で行った JICA 北海道で学んだモンゴルについて発表を

しました。皆さんをシャガイ（モンゴルの占い）で占ったり、モンゴル相撲をしたり、教室に設置され

たゲル（移動できる家）でモンゴルの文化に触れたりしていただきました。 

中 3 は「まこようスポーツ DAY」として授業で学習したボッチャとボウリングに参加していただい

た保護者の方と生徒の対戦形式で行いました。どちらも白熱したゲームが繰り広げられ、最後まで勝

負の行方がわからないドキドキするような展開のゲームも見られました。 

普通学級はそれぞれ興味があることについて調べ、まとめた

内容を発表しました。限られた時間の中で調べた３名の頑張り

が教室内に掲示されました。 

「日常の学習活動の成果を様々な形で発表する」という文化

祭。見事に目標を達成することができたと思います。保護者の

皆様には準備からのご協力、そして参観していただき本当にあ

りがとうございました。       【中学部主事 三浦 綾】 

 

 

９月 27 日（水）から 29 日（金）の 2 泊 3 日で洞爺、登別、ニセコ方面へ見学旅行に行ってきまし   

た。 

 1 日目は、中山峠を経てルスツリゾートで昼食を取り、洞爺湖にある火山科学館に到着。映像を見た

り、展示を見学したりしました。火山の映像や体験を恐いと感じた生徒もいたようですが、普段あまり

意識しない自然に興味をもつことができたように思います。その後、わかさいも本舗で家族へのお土

産を買ったり、本店でしか味わえないスイーツを食べたりしながらホテルへ向かいました。途中の洞

爺湖畔の散策では、沢山のフォトスポットがあり、仲間と一緒に笑顔で記念撮影。夕食後には、湖畔や

部屋から花火を鑑賞し１日目を終えました。 

 2 日目は、バスで登別マリンパークニクスへ。あいにくの雨でしたが、各ホームルームで事前に計画

した、金魚万華鏡やくらげの水槽、イルカショーなどを見学し、買い物では、じっと見つめて悩み、商

品を選ぶ様子が見られました。その後、ホテルへ戻り、大浴場や貸し切り風呂で温泉にゆったり浸か

り、夕食後には全員でビンゴ大会をし、盛り上がりました。 

 3 日目は、ニセコに向かい、ヒルトンニセコビレッジに到着。事前学習でデザインした自分だけのエ

コバッグ作りに取り組み、その後、ホテルの方の説明を聞きながらテーブルマナーで豪華なフルコー

スの食事をしています。緊張しながらも普段の食事と違う雰囲気を味わうことができました。 

 様々な経験をし、仲間と沢山の思い出

を作り、楽しく過ごすことができた 3日

間でした。保護者の皆様には、見学旅行

実施にあたってご準備ご協力いただき

本当にありがとうございました。 

【高等部３学年主任 野上 孝喜】

 

中学部 文化祭が開催されました 

高等部３年生 見学旅行 



 

 

 

                         

本校では、児童生徒への指導支援の質を更に向上させていくために、校内で様々な研修会を実施したり、外

部の意見に触れ本校の教育実践の質を向上させていくために公開研究会等の取組も行ったりしています。 

また、学校全体で、年間を通して実践研究にも取り組んでいます。令和 4～5 年度の実践研究は、「社会に開

かれた教育課程の基盤づくり」という研究主題を定め、今年度は 14 のグループに分かれたグループ研究を中

心に実施しています。全体が集っての全校研や報告会を含めると、実践研究を月に 1回程度のペースで実施し

ています。 

グループ研究では、各教職員が、興味のあるテーマや内容ごとに分かれたグループで、それぞれの実践の交

流や、検証、協議などを進めています。そのテーマの内容は、「授業研究」「教材教具の開発」「ICT」「コミュニ

ケーション支援」「小中高等部の教育課程のつながり」など、非常に多岐に渡りますが、いずれも「指導上の課

題解決（→指導支援の質の向上）」を合い言葉に、研究を推進しています。 

 AIや ICTの急激な進歩、少子高齢化と人口減少、産業構造の変化など、近年は本当に変化の激しい時代

です。様々な変化は、解決すべき新たな課題やリスクという面とともに、様々な可能性の広がりという両方の側面

を有しています。いずれにしても、私たち教職員は学び続けていくことがますます大切であると思います。 

また、ここ数年、学校現場は、いわゆる団塊の世代の大量退職と若手の大量採用の時代を迎えています。こ

れまで各学校が培ってきた、様々な経験値やスキルをいかにして継承・発展させて

いくかも大きなテーマとなっています。そういった面でも各グループ研究の中で、メ

ンバー間でお互いの指導の実際やアイディア、スキル、経験を共有したり、協議す

る中で新しい視点や発想を、チームとして生み出していったりすることは、非常に意

義深いことと考えています。これからも、児童生徒のより充実した豊かな学びを目

指して、学び続ける教職員集団でありたいと考えています。                                                                                             

【研究部長 鈴木 隆美】

 

 

 

 

 

 

 

 

 不登校児童生徒の保護者が悩みを抱えて孤立せず、適切な情報把握や支援を受けられるようにする

ため、教育・相談機関の情報につながるリンクをまとめています。 

下記 URL および二次元コードから札幌市のポータルサイトをご覧ください。 

 

                             【コーディネーター穂苅・下川】 

北海道教育庁からのお知らせです 

指導支援の質の向上を目指して～主に実践研究の取組に～ 



１２月行事予定 

 
※予定の変更は都度連絡いたします。 

 

 

 

日時 令和５年12月22日(金) 

日程 10:00～10:15 終業式 

(中学部・高等部：各教室) 

（小学部：体育館） 

   10:15～10:25 全体懇談(体育館) 

   10:30～11:00 学年・学級懇談 

               (各教室) 

   11:30     下校 

       （スクールバス発車11:30） 

 

日時 令和６年１月18日(木) 

日程 10:00～10:15 始業式 

(小学部・中学部：各教室) 

（高学部：体育館） 

   11:30     下校 

       （スクールバス発車11:30） 

    ※全体懇談等の予定はありません。 

 

 

令和６年（2024年）１月 26日（金）に道立

特別支援学校高等部の入学者選考検査が行われ

ます。本校におきましても、高等部の校舎を会場

として「入学者選考検査」を実施いたします。 

つきましては次のとおり、全校的に日課変更

となりますので、ご理解とご協力のほど、よろし

くお願いいたします。 

＊日程が近づきましたら、再度お知らせいた

します。       （高等部主事 森 一也） 

 

 

 

1

金
高等部祭３日目

2

土
3

日
4

月
舎)クリスマス会

5

火
中）学部集会

6

水
7

木
小）学部集会

8

金
自立活動相談　ＰＴＡ事務局会議

9

土
10

日
11

月
12

火
13

水
14

木
小）わくわく活動

15

金
自立活動相談

16

土
17

日
18

月
19

火
20

水
高）学部集会

21

木
22

金
第2学期終業式(11:30下校)　全体懇談会

23

土
24

日
25

月
26

火
27

水
28

木
29

金
学校閉庁日(～1/3)

30

土
学校閉庁日

31

日
学校閉庁日

○令和６年（2024年）１月 25日（木）  

金曜日課 14時 05分下校 (全学年) 

 

○令和６年（2024年）１月 26日（金）  

木曜日課 13時 20分下校 (小１～小３) 

15時 05分下校 (小４～中２) 

                      

＊中学部 3年生は入学者選考検査になります。 

＊高等部（在校・訪問教育学級）は休業日にな

ります。 

 

 

令和６年度の高等部入学者選考検査に伴う 

日課変更と高等部休業日のお知らせ 


